
 

 

 

◆  お知らせ①  港まちづくり協議会は、「港まちの魅力づくり・にぎわいづくりと暮ら

しやすい地域づくりをめざし、短・長期的な事業計画について、地域住民の意向を踏ま

えた検討を行う」調査検討事業を「名古屋学院大学  水野研究室」に委託して行うこと

になりました。水野先生をご紹介いたします。 

 

第1４号（発行日 平成19年9月25日 

初めまして！名古屋学院大学准教授の水野晶夫(みずのあきお)です。 

 

私は、昨年までの７年間、瀬戸市の中心市街地にある商店街に、学生たちと一緒にま

ちづくり拠点としてのカフェを構え、商店街活性化に関わってきました。 

活動当初、シャッター通りであった商店街は、その後、元気を取り戻し、2005 年に

は、経済産業省より「がんばる商店街 77 選」に選ばれるほどにまで活性化しました。

全国には商店街が１万３千団体ほどあるといわれる中での入選であり、「まちづくり」

そして「大学と地域との連携」という視点から高く評価され、全国から視察団体が押し

寄せるまでになりました。 

 

今年の４月より、所属する経済学部が熱田区白鳥地区に引っ越し、残念ながら瀬戸か

ら離れることになりましたが、今回ご縁があって、港まちづくり協議会の調査検討事業

を担当することになりました。 

  

☝カフェ前での記念写真                  ☝イベント時の商店街の様子 

 

まちづくりは決して一人でできるものではなく、多くの方々の参加・協

力によって成り立つものです。人と人とのつながりを大切に、組織をネットワーク

でつなぐことで、大きな成果に近づくことを、私はこれまでのまちづくり活動から学ん

できました。こうした経験を活かして、西築地学区でこれから展開されるまちづ

くり活動に、少しでも貢献できればと思っています。今後ともよろしくお願

いします。 



◆  会議の概要  第14回と第15回の会議の概要をお知らせします。 

 

８月９日に開催された第１４回会議の概要について 

時間：午後6時～午後9時34分 

１  夏のイベントについて 

○8月10日付けの協議会ニュース第13号でもお知らせしましたように、「なごや みな

とまち カーニバル2007」は、天候にも恵まれ、多くの皆さんにご参加いただけまし

た。 

○ワークショップから取材していただいたスターキャットＴＶに、今回のイベントをま

とめたＤＶＤを作成していただきます。 

○夏のイベントの今後のあり方などについて、次のような意見が出されました。 

▼今年は第0回としては100点満点。来年は日程上みなと祭とドッキングをせざるを

得ない。 

▼港橋広場公園内という狭い空間での開催だったが、水場に本部テント。東側の通常

は観客席の階段上のところを特設ステージにしたアイディアは素晴らしかった。今

後のイベント開催時にもこの配置を参考にしたい。 

▼ホームページには、イベントの記事など、リアルタイムに載せるべきだ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

☝リハーサル時の会場風景です～池の水を抜いて本部テントを設置しました 

 

２ 調査検討事業について 

○協議会ニュース第12号でも調査検討事業の受託希望者を募集しておりましたが、「名

古屋学院大学 水野研究室」と「株式会社国際デザインセンター」の２者から受託希

望の申し出がありました。協議会でそれぞれから提案を聴取し、委員の得票が多かっ

た「名古屋学院大学 水野研究室」にこの事業を委託することしました。 

 

３ その他 

(1) 記念誌の発行について、制作に必要な原稿料などを協議しました。 

(2) 来年度事業の提案について 

⇒「地域密着型アミューズメント施設『オレンジ邸』」の提案があったことを確認しま

した。 



８月２９日に開催された第１５回会議の概要について 

時間：午後6時～午後8時40分 

１ 港まちづくり協議会会議傍聴要領(案)について 

○港まちづくり協議会の会議について、傍聴制度をつくりました。 

 

２ 冬の集客イベントについて 

○港まちづくり協議会の冬の集客イベントについて、①伊勢湾海運さんのイルミネーシ

ョンをバックアップする内容、②江川線沿いに行灯のような光るオブジェを置く内容、

③樹木にイルミネーションを施す内容など、その方向性を検討しました。 

○行灯は、地域の皆さんの思い思いのメッセージを書いてもらったりすれば面白いとの

意見もありましたが、雨風の対策など日々の管理の点からは難しいということになり

ました。 

○協議の結果、港橋の西側を中心にイルミネーションを設置し、点灯式を港橋広場公園

で行うことにしました。 

 

３ 調査検討事業について 

○事業を委託先の「名古屋学院大学 水野研究室」と一緒に考える調査検討部会をなる

べく早く立ち上げることにしました。 

 

４ その他 

○来年度事業の提案について 

⇒「景観・江川線の魅力アップ・空き店舗活用を内容とする『楽しく歩ける築地プロ

ジェクト』」の提案があったことを確認しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

☝9月のある日曜日、午前10時ごろの江川線の写真です 

 

 

 



◆  お知らせ②  港まちづくり協議会の会議の傍聴についてお知らせします。 

 

 

◆ 港まちづくり協議会では、ボートピア名古屋設置に伴い名古屋市に交付される「環境

整備協力費」を用いたまちづくり事業を、住民と行政との協働により検討・実施してい

ます。協議会の委員は、西築地学区連絡協議会より推薦の6名と港区役所の区民生活部

より3名の合計9名で構成されています。また、専門委員は2名です。 

 

＜港まちづくり協議会に関するお問い合わせ先＞ 

港まちづくり協議会事務局 

〒455-0037港区名港一丁目14番23号  コーラルまるさんビル２F 

電話：052-654-8911  FAX：052-654-8912  Eメール：minato-machi@view.ocn.ne.jp

★上記の事務局に会議資料を設置し、どなたでも閲覧できるようにしています。 

★港まちづくり協議会の情報はインターネットでも見ることができます。 

URL  http://www.minato55.jp/ 

港まちづくり協議会の会議は 
どなたでも傍聴できます！ 

 

◆  港まちづくり協議会では、まちのにぎわいづくり・暮らし
やすい地域づくりのためにどんな事業を行っていけばよい
か、定期的に会議を開催し、検討しています。 
 
◆  そんな会議の模様をあなたも見に来てみませんか？ 
 
◆  傍聴のルール、会議の開催日や会場などは、港まちづくり
協議会事務局(電話：052-654-8911)へお電話ください。 
 
 

 




